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学生・社会人対象 

IISIA 主催の『情報リテラシー』スクール 

～第 4 回「IISIA プレップ・スクール」「IISIA スキルアップ・スクール」活動報告～ 

http://www.haradatakeo.com/starting-iisia/report_200807.html 

 

 

＜ポイント＞ 

 

7 月 25 日（金）及び 26 日（土）に第 4 回「IISIA プレップ・スクール」 

「IISIA スキルアップ・スクール」を開催いたしましたので、ここにご報告申し上げます。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

＜本文＞ 

 

元外交官・原田武夫率いる株式会社原田武夫国際戦略情報研究所（IISIA）。 

その IISIA が主催する学生・社会人を対象とした「無償」の『情報リテラシー』スクール。 

 

4 月に開講したこの『情報リテラシー』スクール。6 月に開催された第 3 講に続き、第 4 講

が開催されました。 

 

＜活動報告＞ 

http://www.haradatakeo.com/starting-iisia/report_200807.html 

 

【第 4 回「IISIA プレップ・スクール」】 

●参加者：大学生（総勢 30 名） 

●講義内容：「金融英語」 

●第 4 回講師：川上純子 

 

⇒今回教壇に立ったのは、川上純子講師。科目は「金融英語」。 

 

http://www.haradatakeo.com/starting-iisia/report_200807.html
http://www.haradatakeo.com/starting-iisia/report_200807.html


 

――「金融英語」といっても必ずしも金融業界内部で使われる英語のマスターを目指す 

わけではなく、またその必要もない。重要なのは、広い意味で「金融」が絡む海外 

ニュースを正確に読みこなせるようになること。そのためには英語力ももちろん 

大切だが、あらかじめ英文金融記事の構造や、それぞれのメディアの特性を知って 

おくべき…。 

 

そう説明した後、授業を始めた川上講師。「フィナンシャル・タイムズ（FT）」や「エコノ 

ミスト」といった英語圏の有力メディアを取り上げ、詳しく解説し始めました。日本の金 

融メディアとの一番の違いは、記者・編集者がほぼアカデミシャンに近い学問的バックグ 

ラウンドを持っていること。そういった日本と海外メディアの違いからどう英文記事を読 

み解いていけばよいのか。実際の英文読解から、学生たちは単なる“語学”という枠を超 

えた「金融英語」というものに触れ、外国語での情報収集の重要さを改めて痛感したよう 

でした。 

 

 

【第 4 回「IISIA スキルアップ・スクール」】 

●参加者：社会人（総勢 36 名） 

●講義内容：「金融英語」 

●第 4 回講師：川上純子 

 

⇒「IISIA スキルアップ・スクール」は社会人対象。学生に比べて、なかなかしっかり語学 

をやっている時間がないにもかかわらず、投資で、ビジネスで常に海外動向に注意を払う 

必要がある社会人受講生たち。 

 

そうした受講生たちに対し、川上講師は、忙しい中でも「金融英語」を読み解いていくこ 

とがいかに重要であるかを解いていきます。ストレートな情報伝達という印象の 

強い時事報道の中に書き手が意図するか否かに拘わらず、何らかのかたちで解釈や分析が

入りこんでいることなど、実際の英文読解から丁寧に解説していきます。 

 

授業終了後の質疑応答では、更なるスキル・アップのための勉強法や授業で扱った英文記 

事に対する質問が殺到しました。翻訳のプロならではのそのスキルとリアリティを目の当 

たりにした受講生たちは、「金融英語」の重要さとともに、その楽しさに改めて気づいたよ 

うでした。 

 

＜次回・最終講のお知らせ＞ 

 

「IISIA プレップ・スクール」「IISIA スキルアップ・スクール」は半年制の連続講義です（全

5 回）。次回・最終講は以下の日程で開催いたします。 

 



◇第 5 回「IISIA プレップ・スクール」：8 月 28 日（金）19:00 より。 

http://www.haradatakeo.com/social/prepschool.html  

 

◇第 5 回「IISIA スキルアップ・スクール」：9 月 13 日（土）13:30 より。 

http://www.haradatakeo.com/social/skillupschool.html  

 

★☆★第 2 期受講生募集中！★☆★ 

第 2 期「IISIA プレップ・スクール」の詳細・お申込みはこちらから。 

＜http://www.haradatakeo.com/social/prepschool3.html＞ 

 

第 2 期「IISIA スキルアップ・スクール」の詳細・お申込みはこちらから。 

＜http://www.haradatakeo.com/social/skillupschool3.html＞ 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＜参考情報＞ 

 

【原田武夫とは？ 】 

1971 年生まれ（36 歳）。東京大学法学部中退後、外務省にキャリア外交官として入省。12

年間奉職し、アジア大洋州局北東アジア課課長補佐（北朝鮮班長）を最後に自主退職。その

後、個人投資家の情報リテラシー向上を目的とした日本初の“private intelligence agency”

「原田武夫国際戦略情報研究所（IISIA）」を立ち上げる（2007 年 4 月に株式会社として設

立登記）。現在、同社代表取締役をつとめる一方で、これまで合計 16 冊の著作を日本とドイ

ツで刊行する。「日刊ゲンダイ」にて金融インテリジェンスに関連したコラムを連載中。また、

2005 年 4 月より、都内の三大学（東京、一橋、国際基督教大学）の志ある学生たちに対し、

自主ゼミ「大学寺子屋」を開講。2006 年夏学期には東京大学教養学部で非常勤講師をつとめ

た。（参考：http://www.haradatakeo.com/company/aisatsu.html ） 

 

【「完全無償」である理由】 

会員制サービス（有料）「原田武夫ゲマインシャフト」の会費の一部が、この社会貢献事業

「IISIA プレップ・スクール」「IISIA スキルアップ・スクール」の運営経費に充てられてい

ます。 

現在、会員数は 115 名（学生会員含む）。4 月より開始した第 2 期会員募集以降、20％以上

もの増加率。これら「原田武夫ゲマインシャフト」会員の皆様のサポートに支えられていま

す。 

 

◎「原田武夫ゲマインシャフト」の詳細は以下よりご覧いただけます。 

  ≪ http://www.haradatakeo.com/club/index.html ≫ 

 

【取材・お問合わせ】 

取材・お問合わせは下記メールアドレスまでお願いいたします。 

http://www.haradatakeo.com/social/prepschool.html
http://www.haradatakeo.com/social/skillupschool.html
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info@haradatakeo.com 

 

【会社概要】 

名称：株式会社 原田武夫国際戦略情報研究所 

 （英語名称：Institute for International Strategy and Information Analysis, Inc. (IISIA)） 

本社住所：〒186-0002  東京都国立市東 1－4－15 国立 KT ビル 6F 

設立年月日：2007 年 4 月 2 日 

資本金：300 万円（2008 年 4 月現在） 

年商：約 1 億 1081 万円（2007 年度実績） 

代表取締役：原田武夫 （元外交官） 

従業員数：9 名（2008 年 6 月現在） 

ホームーページ： http://www.haradatakeo.com  

 

【本件プレスリリースのお問い合わせ先】 

（株）原田武夫国際戦略情報研究所 総務・広報 PR 部  

担当 冨田（とみだ） 

電話：042 537 7750 

FAX：042 537 7751 

電子メール： info@haradatakeo.com  
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